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2000年に輪島市およびその周辺で採集したゼフィルス

日吉宏朗・日吉芳朗・日吉南賀子

石川県輪島市およびその周辺では1999年までに6種類のゼフィルスが確認されていたが、

その個体数は少なく、筆者らは1997-99年の3年間に採集したものの合計は23頭にすぎな

かった｡その内訳はウラキンシジミ１♂、ミドリシジミ１♀、オオミドリシジミ５♂２♀、

エゾミドリシジミ３♂11♀である。然るに2000年は輪島市宝立山（5637-11-03）、輪島市

深見（5636-07-59）、鳳至郡柳田村北河内（5636-07-59）、輪島市および柳田村鉢伏山（56

26-07-37）を中心にオオミドリシジミ50♂4♀、エゾミドリシジミ29♂13♀、ジョウザン

ミドリシジミ10♂の合計106頭を採集することができた｡

◆ジョウザンミドリシジミ

ジョウザンミドリシジミは輪島市での初記録であり、これによりゼフィルスの合計は７

種類となる｡なお、同定にあたっては嵯峨井淳郎氏をわずらわせた｡紙面を借りてお礼申し

上げる。

2000年7月2日 輪島市宝立山 2♂ 日吉宏朗

2000年7月2日 輪島市宝立山 3♂ 日吉芳朗

2000年7月9日 輪島市宝立山 2♂ 日吉芳朗

2000年7月9日 輪島市宝立山 2♂ 日吉南賀子

2000年7月9日 輪島市宝立山 1♂ 日吉宏朗

◆オオミドリシジミ

輪島市佐比野山（5636-06-26）で採集したオオミドリシジミは、鳳至郡門前町に隣接す

る地点としては最初の記録である｡また、高洲山（5636-07-56）でもオオミドリシジミを

採集したが、浅見行一・的場和雄（1952）に記されているものの、筆者らにとって初めて

の記録である。

2000年7月8日 輪島市佐比野山 1♂ 日吉宏朗 2000年7月10日 輪島市高洲山 1♂ 日吉宏朗

◆エゾミドリシジミ

7月5日、日吉南賀子採集のエゾミドリシジミ１♀がＡ型であった。これまでに採集した♀

は、以前の記録を含めてすべてＯ型である（一部ＯＡ型も含まれる）。

2000年7月5日 輪島市宝立山 1♀ 日吉南賀子

なお、これまでに採集記録のあるウラキンシジミ、アカシジミ、ミドリシジミ、ミズイ

ロオナガシジミを2000年には目撃さえできなかった｡

《参考文献》

浅見行一･的場和雄(1952)石川県旧鳳至郡の蝶類について：6-7,13.輪島高等学校．

《ひよし あつろう･よしろう･ながこ 〒928-0001 輪島市河井町１部64-1》
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石川県産ムラサキシジミの飼育記録

松 井 正 人

石川県内で、ムラサキシジミは越冬しているのかいないのかはまだ知られていないが、

2000年は県内各地で観察されている（大脇、2000）。筆者も、白峰村白峰スキー場でコナ

ラの新芽上を飛ぶ１♀を得ることができ、幸いにも採卵に成功したので、飼育経過を報告

する。なお、採集時に飛んでいた周辺のコナラを期間をおいて２度調査したが、卵や幼虫

は発見できなかった。

２０００年７月２１日 石川県石川郡白峰村白峰スキー場 １♀ 松井正人

■採 卵

７月21日の採集日から、密閉式容器でアラカシの新葉を使って採卵を試みたが、２日経っ

ても産卵しなかった。23日に解放式容器に移したところ、葉表に４卵、葉裏に２卵の計６

卵を産み、24日には吸蜜用にと一緒に入れてあったティッシュペーパーに12卵を産み、25

日には母蝶が死亡した。

■成長記録

７月26・27日に、12卵が孵化し、６卵は孵化しなかった。孵化した幼虫の食い付きは悪

く、７月31日には４幼しか生き残らなかった。飼育容器は、植樹の持ちを考えて密閉式で

行い、２幼ずつふたつの容器で飼育した。順調に成長していたが、８月10日になって４幼

とも体中に黒い斑点があらわれ、幼虫同士が噛み合いしたと思われたので、この日から１

幼ずつで飼育した。８月12日と15日に蛹化し、12日に蛹化した３頭からは１♂１♀が羽化

し、１蛹は羽化しなかった。15日に蛹化した１頭は、８月25日に１♂が羽化した。

今回の飼育で感じたのは、孵化率の悪さ（67％）と幼虫の食い付きの悪さ（33％）であっ

た。このことについて中 秀司氏にお聞きしたところ、孵化率の悪さは産卵末期であれば

仕方のないことで、食い付きの悪さは与えた葉に問題があるのではと教えていただいた。

ムラサキシジミが好むのは、ほとんど閉じているような、展開し始めたばかりの葉で、あ

る程度開いてしまった新芽には食い付けない可能性が高いと言うことであった。

《 参考文献 》

大脇 淳（2000）ムラサキシジミの採集・目撃例．翔(147):2.

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

飼育経過

7.23-24 7.26-27 7.31 8.12 8.15 8.22 8.23 8.25

ｱﾗｶｼ ６卵 ５卵孵化 ２幼┬３頭蛹化 １頭蛹化 １♂羽化 １♀羽化 １♂羽化

ﾃｨｯｼｭ 12卵 ７卵孵化 ２幼┘
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富山県福光町におけるヒサマツミドリシジミの記録

三 上 秀 彦

筆者は、これまで確認例のなかった富山県福光町で、ウラジロガシから以下のようにヒ

サマツミドリシジミ Chrysozephyrus hisamatsusanus を採卵したので、記録にとどめて

おく。

2000年11月27日 富山県西礪波郡福光町小院瀬見（標高280ｍ） 25卵 三上秀彦

記録地は、富山県西部を流れる小矢部川西岸で、石川県境まで地図上の直線距離で1.2

ｋｍである。小矢部川水系では、これまで右岸にあたる東礪波郡井波町における１例の記

録（井村正行ほか、1990）があるが、恒常的な産地は確認されておらず、富山県を中心と

する連続分布の西限は、庄川水系と判断するのが一般的であった。

25卵中18卵は側芽に産付されており、そのような習性をもつ同一母蝶による産卵の可能

性が高い。また、採卵した木は好条件に恵まれていたと考えられるが、そのわりに得られ

た数が少なく、記録したこの地で毎年発生しているかは疑問が残る。今後の継続的な調査

が望まれる。

《 参考文献 》

井村正行ほか(1990)富山県に於けるヒサマツミドリシジミの分布調査(その３)．翔(84):3-4.

《みかみ ひでひこ 〒920-0266 石川県河北郡内灘町大根布6-47-1》

宝達山周辺でウラクロシジミを採卵

松 井 正 人

能登地方の宝達山周辺で、マルバマンサクからウラクロシジミを採卵したので報告する。

石川県のウラクロシジミは、これまで能登地方からは全く知られていなかったが、2000年

になって宝達山から記録され（三上、2000）、能登地方にも分布することが明らかになっ

ている。

2000年11月26日 石川県羽咋郡押水町宝達山 ５卵 松井正人

2000年12月17日 石川県羽咋郡志雄町原 14卵 松井正人

押水町宝達山の記録は、標高600ｍ付近のブナ林周辺、志雄町原の記録は、子浦（しお）

川の標高180ｍ付近で採卵した。180ｍの様な低標高の記録から、能登半島における本種の

分布は広いように思われる。

《 参考文献 》

三上秀彦（2000）押水町宝達山で採集したミドリシジミ類．翔(145)：１．

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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岐阜県白川村三方崩山のキマダラモドキとスジグロチャバネセセリ

大 脇 淳

岐阜県白川村三方崩山で、キマダラモドキとスジグロチャバネセセリを採集したので報

告する。

■キマダラモドキ

2000年8月5日 岐阜県大野郡白川村三方崩山(alt.1200m) １♂ 大脇 淳

■スジグロチャバネセセリ

2000年8月5日 岐阜県大野郡白川村三方崩山(alt.1300m) １♂ 大脇 淳

キマダラモドキは、急な上り坂を抜け、道が少しなだらかになったブナ林でヒメキマダ

ラヒカゲと絡み合っているところを採集した。時間は午前10時～11時頃で、林内に多少日

光が差し込んでくる場所であった。羽は傷んでいた。スジグロチャバネセセリは、キマダ

ラモドキを採集した場所から、もう少し登った標高

1300ｍ付近の多少日光が差し込むブナ林で採集した。

三方崩山は、白山主峰の８km東方に位置し白山山

塊の一部を形成している。白山山塊は石川県、富山

県、福井県、岐阜県からなっているが、白山山塊に

おけるキマダラモドキの記録は同地（岐阜県昆虫同

好会、1987）、スジグロチャバネセセリのそれは白川

村平瀬（岐阜県昆虫同好会、1990）からしか知られ

ていず、稀な種のようである。

今回の報告に際し、過去の記録を調べていただい

た松井正人氏、並びに岐阜県昆虫同好会の林 俊男氏

に深謝したい。

《 参考文献 》

石川県(1998)石川県の昆虫．537pp．

富山市科学文化センター（1998）収蔵資料目録第11号 富山県の蝶（Ⅰ）．113pp．

福井県（1998）福井県昆虫目録（第２版）．556pp．

岐阜県（1982）岐阜県の昆虫．566pp．

岐阜県昆虫同好会（1987）岐阜県内蝶類採集調査記録集（１）.82pp．

岐阜県昆虫同好会（1990）岐阜県内蝶類採集調査記録集（２）.78pp．

岐阜県昆虫同好会（1995）岐阜県内蝶類採集調査記録集（３）.120pp．

岐阜県昆虫同好会（2001）岐阜県内蝶類採集調査記録集（４）.78pp．

《おおわき あつし 〒920-0921 金沢市材木町15-67 コーポ兼六101号》
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ロッキー山脈採集旅行2000 Part１

久 慈 一 英

まだ学生だった頃、蝶談会の会合に初めて行って、野中 勝氏のアメリカでの採集標本

を見た。記憶は曖昧だが、その中でも赤い斑紋の入った北米のウスバシロチョウは、印象

が強かった。でも、まさか自分で採ることが出来ようとは思っていなかった。今回の採集

行は、夢が現実となったお話である。

米国での滞在中に、どうしても行きたかったのはロッキー山脈である。私の住むニュー

ヨークは、米国の東海岸にあり、単調な地形のためか周辺で採れる蝶はそれほど多くはな

い。これに対して、ロッキー山脈は、広さ、高さともに壮大なスケールを持ち、蝶の種類

も東海岸に比べると多様だ。北アメリカ大陸は広大なため、蝶相は連続的に大きく変化し

て、東海岸と西海岸では共通の蝶の方が少ない。そして、同じ種類とされているものでも、

地域変化でかなり異なるものがほとんどである。広いアメリカ大陸の蝶を眺めていると、

東海岸と西海岸では、亜種も近縁の別種とされるものも人為的な境界であり、蝶そのもの

の辿ってきた道のりはそれほど違わないことを感じる。物理的、時間的な距離が遠くなれ

ばなるほど、性質が離れていくということのようである。その中にあって、ロッキー山脈

は非常に大きな物理的障壁である。高標高地には氷河期の蝶がおり、山麓には多様な蝶が

分化している。

旅行に際して、どういう場所と日程にするかで悩んだが、結局、野中氏と同じくコロラ

ド州、ワイオミング州とすることにした。そして、野中氏からは具体的な情報もいただい

たので、これが大きく成果に表れた。また、ワイオミングの情報をニューヨーク在住の久

枝譲治氏からいただいた。e-mailという文明の利器を活用すれば、もはや情報収集に国境

はない。手軽で早い。

■7月13日（1日目）

我が家は、家族5人で子供が小さく、本当は車で行きたいところだったが、日程と距離

の都合で、ニューヨークからコロラド州デンバーDenverまでは飛行機での移動となった。

米国国内での飛行機料金には、日本と違ってほとんど定価というものがない。出来るだけ

早いうちに、予約してしまった方が随分安い。直前には数倍の値段となったりするので要

注意である。空港で、予約しておいたレンタカーを借りて、デンバーのホテルへと向かう。

家族が多いのと、道の様子が予測できないので、4輪駆動のミニバンとした。ニューヨー

クで乗っている車は、91年式のドッジ グランドキャラバンDodge Grandcaravanというや

つだが、レンタカーは同じ車種の99年モデルである。同じ車種なのに、これは全く違う車

である。古いものは、アメリカ車というのが実感できる、全てが粗野な感じの造りの車だ

が、新型は日本車と異なるところが無く完成されている。今回は、全ての宿泊を予約して



- 6 -

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５０ ＪＵＮ. ２００１

おいたが、距離感があまりなかったため、大きな町に宿を取りすぎた感じが否めない。買

い物には便利だが、採集地までの時間が多めにかかった。デンバーに到着すると時差の関

係で、まだ時間があり、さっそく下見をかねて、エバンス山の麓までドライブしてみた。

雲が多く、今にも夕立が来そうであったが、陽の良く射す場所に車を止めて散策してみた。

あたりは、半砂漠の様相で、サボテンが生えている。そういえば、野生のサボテンは初め

てみたのかもしれない。結構いろいろな花が咲いているのに、蝶が全く見られない。そし

て、とにかく暑い。でも、確かに標高は2500m近くはあるはずだ。何かがおかしい。急な

斜面を1時間ほどかけてかなり登って降りてきたのに、結局見て採った蝶は、3頭のみ。

アラクネヒョウモンモドキ Poladryas minuta arachne、アレキサンドラモンキチョウ

Colias alexandra alexandra、フタオトラフアゲハPapilio multicaudata.もちろん、初

めて採った種類ばかりであったが、あまり芳しくないスタートであった。

■7月14日（2日目）

デンバーには4泊する予定であったが、天気が良かったので、さっそく主目的地エバン

ス山Mt. Evan 14,260ft (=4,260m)へ行くことにした。麓から川沿いを走るが、さっそく

蝶が飛んでいる。たまらずに、広い道ばたの空き地に車をとめて、採集にかかる。いきな

り、ロッキーイチモンジLimenitis weidemeyeriiが目に入り、つかまえる。午前９時から

10時くらいになると、川沿いの地面に止まるようだ。この辺は日本のオオイチモンジと似

たような性質だ。道路沿いの花には裏面がチョコレート色のヘスペリスウラギンヒョウモ

ンSpeyeria hesperisが来ている。ボロのヒョウモンかと思って捕まえたら、なんとクリ

クサスタカネヒカゲOeneis chryxus chryxusであった。デンバーですらすでに標高1800ｍ

ぐらいある。麓でも2500m近いからこんな蝶がいるのもあたりまえなのである。時間が惜

しいので、手早く終わりにして、登りを続ける。しかし、料金所の手前の駐車場で白い大

きな蝶が見えて、我慢しきれず停車する。子供にも網を持たせて採集開始。白い蝶は、な

かなか寄ってこないので走って捕まえた。念願のロッキーウスバシロチョウ Parnassius

smintheusの♂であった。ここでは、何頭か採ったパルは全て♂で傷んでいるものが多かっ

た。ここでは蝶が多く、他に、グラシリスシータテハPolygonia gracilis zephyrus、グ

ランドンシジミAgriades glandon rustica、メアディモンキチョウColias meadii meadii、

そしてなぜか南方系の大きなイヌモンキチョウZerene eurydiceや、とても小さなイオレ

キチョウNathalis ioleが採れた。

お昼近くになってしまったが、ゲートで$10の利用料を払ってさらに登る。森林限界を

越えると、道路近くに沢山のパルが見える。停車場所を見つけて草原に踏み込む。岩が多

くコケが生えている。高山植物がきれいな花を咲かせている（図１）。さっそく、小さな

黒っぽい蝶がいたので、採ってみると、エディタヒョウモンモドキEuphydryas editha beaniで

あった。しかし、既にかなり傷んでいる。図鑑によると非常に地域変化が多いということ
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である。ここら辺では全体に赤っ

ぽくて、高山のものは小さくて黒っ

ぽいのが特徴らしい。小さなオレ

ンジの蝶は、小型のキャリクレア

ヒョウモンBoloria chariclea ch

aricleaであったが、これも傷ん

でいるものが多い。パルは、沢山

見えるが、なぜかこちらの方には

寄ってこない。採るためには、ど

うしても少し走らなければいけな

い。でも、少し走ることが妙に辛い。おかしい。最初のうちは、採ったのは全て♂。ゲー

ト付近で採ったものよりは、鮮度がよい。♀が採りにくいことは、野中氏の採集記で知っ

ていたので、まわりをよく観察してみる。少し遠くに、何となく黒いパルが止まった。近

寄って、地面に止まっていたものを捕まえてみると、待望の♀であった（図２）。♀は、

あまり飛ばず、すぐに草や地面に止まってしまう。もともと、♂に比べて数が少なく黒っ

ぽくて目立たないので、注意して探さないと♂ばかりということになってしまう。♀は、♂

よりも赤紋が大きく、黒と赤のコントラストがあって美しい。ここでは、オレンジのメア

ディモンキチョウColias meadii meadii（図３）が割と多く、いくつか採れた。普通種の

アメリカオオモンキチョウColias eurythemeよりも深いオレンジ色の美しい蝶である。高

山にのみ遺残する正真正銘の高山蝶である。突然茶色っぽい蝶が、視界に入ったので、捕

らえてみると、メリッサタカネヒカゲOeneis

melissa melissaであった。日本のダイセツ

タカネヒカゲと同じ種類である。こんな緯度

の低いところにまでいるとは、不思議な感じ

がする。でも、標高が高いので大雪山と同

じ厳しい気候帯なのであろう。ちなみに、

米国東海岸では、ニューハンプシャー州北

部のホワイトマウンテンに孤立して生息し

ており、White mountain butterflyとよば

れている。3時頃になると陽が陰る時間が多

くなり、夕立が来そうになってしまった。

日が射さないと、急に寒くなり、当然蝶は

みんな飛ばなくなってしまう。大体採れた

感じがしたので、小走りに車に帰る。とこ

ろが、非常に気分が悪い。激しい頭痛と嘔

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５０ ＪＵＮ. ２００１

図１：エバンス山の風景。瓦礫が広がり、高山植物がまわりに咲

き乱れる高山蝶の楽園である。しかし、蝶を追って走ると高山病

でひどいことになる。

図２：ロッキーアポロウスバシロチョウParnassius smintheus

（左♂、右♀）、エバンス山で採集。他の山地のもの

よりも小型で雌の地色がやや黄色っぽい。

図３：メアディーモンキチョウColotis meadii meadii

（左♂、右♀）。写真はワイオミング州スノウィーレ

ンジ産。ロッキー山脈の高山帯に遺残的に分布して

いる。地色は深いオレンジ色。日本のモンキチョウ

よりも一回り小さい。
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気がし、動悸までする。とても運転できる状態ではない。明らかに高山病である。医学的

に説明すれば、薄い酸素下で動いたため過呼吸状態となり、呼吸性アルカローシス、つま

り血液がアルカリ性となってしまって、様々な症状が出てくるのである。恐らく、天候が

悪化して急に気圧が下がったため症状が顕在化したのであろう。妻や子供も散歩したらし

く、調子が悪い。やはり突然高山で活動するのは無理があった。しばらく動かずに休んで

いると、少し良くなったので、頂上近くまで車で行けるところまで行くことにした。最高

地点の駐車場は、すでにとても寒くて蝶どころでもなく、とても外に出る気がしなかった。

おまけに再び気圧が下がったためか、また症状が悪化してきた。写真を数枚撮った後、直

ちに山を下り始めた。だが、気分が悪すぎて、途中で車を止めて、しばらく休まなければ

ならなかった。なんとか我慢できるほどに回復してから、さらに下ってデンバー近くまで

来ると、不思議と症状は無くなって、高山病であることを実感する。簡単に車で行けると

はいえ、気候は高山であることに変わりはない。天気の急変を含めて、高度馴化をするこ

となど高山病への注意が必要である。

後日、展翅していてはじめて気付いたのだが、ロッキーウスバシロチョウの♀と思って

いた中に地色の黒化した♂の異常な個体が含まれていた。日本のウスバシロチョウのよう

に黒化する地域があるのだろうか。なお、ここの個体は、小型でssp. hermodurとされる

ものである。雌は全体に黒化が強い。

■7月15日（3日目）

子供達が、昨日高山病を経験したために、山へは行きたくないという。子供達は、妻と

デンバー動物園に行くことになり。私は、ギルピン地区Gilpin countyのエイペックスApex

10,500ft (=3,150m)というところに行くことにした。デンバーからしばらくは、乾燥し

た半砂漠で、標高が高くなると針葉樹林帯となる。アレクサンドラモンキチョウが道沿い

に飛び、水のしみ出ている道ばたには、表面の緑がかった深い輝きの美しいセピオルスシ

ジミPlebejus saepiolus whitmerなどが集まっている。砂利道をさらに登ると牧場が美し

いお花畑となっており、峠に車を止めて、採集を開始する。ロッキーウスバは、さっそく

沢山飛んでいるのが見える。でも、お花畑が斜面となっているので結構採り辛い。峠の岩

場にクリクサスタカネヒカゲが結構いたが、傷んでいるものが多い。天気が良かったため

か、このタカネヒカゲはお花畑にも飛んでいた。このお花畑には、この他にモルモンウラ

ギンヒョウモンSpeyeria mormonia eurynome、スカッダーモンキチョウColias scudderi、

グランドンシジミ、セピオルスシジミ、チューリアヒメヒカゲCoenonympha tullia ochracea、

エピプソデアベニヒカゲErebia epipsodeaがいた。ヒョウモン類は、同定が非常に難しい

ので、何でも採っておいた方が良いことが後からわかった。道路脇には、前述のタカネヒ

カゲの他にグラシリスシータテハやヤンキーコヒオドシNymphalis milberti milbertiが

いた。黄色いモンキチョウも同定がやっかいなので、とにかく採っておくべきである。慣
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れると生息環境や習性の違いから、種類の予想がつくようになる。まだ7月中旬なのにこ

このエピプソデアベニヒカゲは何故か傷んでいるものが多かった。チューリアヒメヒカゲ

は、地理的変化が大きいことが知られているが、ここのものは、東部亜種ssp. tulliaと

亜種が異なり、小さくて地色が明るい黄土色で違う。ロッキーウスバは、新鮮なものが多

く、♀は多くなかった。♀は、止まっていることが多いと書いたが、大抵数頭の♂が♀の

周辺を飛んでいることが多い。だから、♀を探すには、♂の集まっている場所に行けばよ

い。この方法はなかなか有効である。ここの個体は、エバンス山の個体よりもかなり大き

く、♀の地色がかなり白い。

午後になるとまた天候が崩れてきて、何となく体調が良くない。蝶も十分に採ったので、

下り始める。まだ時間が早かったので、コロラドスプリングスColorado springsのコロラ

ドルリアカシジミHypaurotis crysalus crysalusの下見に行くことにする。この蝶は、2

種しかいない北米のゼフィルスのうちの1種であるが、日本のゼフとはかなり異なってい

て表は青紫で橙色のアクセントが入った美しい蝶で、コロラド州の蝶とされている。私は、

昔よく見ていたブルーバックスの「世界の蝶」の中の写真が印象深くて忘れられない。野

中氏から詳しい情報をいただいていたので、どうしてもものにしたい蝶であった。ガンベ

ルオーク（Gambel oak）というカシワのようなカシの木に依存するゼフである。デンバー

の近くにはこの木が見られないが、コロラドスプリングスに近づくにつれて、次第に多く

なってくる。天候も悪化しつつあったので、木のありそうなモニュメントMonumentという

町で高速を降りて、木を探す。町はずれに近づくと、それらしい木は沢山ある。住宅地で、

たまたま新しい家を建てるためこの木の林を伐採している空き地を見つけて侵入してみ

た。今にも、雨が降ってきそうな雷鳴のとどろく中で、このときのためにわざわざ持って

きた8mグラスファイバー長竿をつかって木を叩き始めた。このあたりは樹高が10m近くも

あり、長竿を持ってきて良かったと勝手に納得する。叩き始めて程なくして、黒い大きな

シジミチョウが飛び出した。日本のゼフよりかなり大きくて、樹上の蝶は本当に真っ黒に

見える。確信を持ってネットする。ネットでうごめくものは、本当に大きい。日本のダイ

センシジミを2倍くらい大きくした感じで

ある。でも、裏面の模様は見慣れたゼフ特

有のパターンだ（図４）。表も見てみると、

独特の光沢のある青紫の部分とオレンジの

斑紋が美しくて感動する。天候はさらに悪

化して4時くらいになっていたが、どうや

ら活動時間に入ったらしく、木の梢や低

い木にまで頻繁に飛んでくるようになる。

こうなると長竿はかえって邪魔である。

十数頭とったあたりで、とうとう激しい

図４：コロラドルリアカシジミ：Hypaurotis crysalus crysalus

（左♂表、右同裏）。モニュメント産。日本のゼフィル

スよりも一回り大きい。表面の地色は青紫色でダイセン

シジミの趣。しかし、裏面は地色も灰白色で典型的なゼ

フィルスの模様。
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雨が降り始めた。採れた蝶はほとんど尾状突起も残っており、きれいなものが多かった。

多分、一斉に発生するのだと思われ、きれいな個体を採るには数日しか時期が無いのでは

なかろうか。図鑑にも発生期は１週間と書かれている。

■7月16日（4日目）

デンバー周辺での主要目

的は、大体達成したので余

裕がある。本日は、小雨が

降り天候が悪いので、コロ

ラドスプリングスの神の庭

Garden of Godを観光に行く

ことにする。ここの岩の造

形は確かに変わっていて神

の存在を思わせるものがあ

る。この周辺も例のカシの

木が多く、近くのピクニッ

クエリアに駐車して、採集をすることにする。子供にも網を持たせて、さっそく木を叩き

始める（図５）。すぐに、大きなシジミは現れた。叩くと、低いところに降りてきたりす

るので、子供でも採れる。いくらでも採りたくなる蝶である。この蝶に混じって、ボロボ

ロのカラスシジミの一種がとれた。ここでも、20頭ほど採ったあたりで激しい雷雨が始まっ

た。やはり、ゼフと雨は縁が深いのだろうか。なお、神の庭自体では、National Monument

と称して採集できないので注意。恐らく、ガンベルオークがまとまって生えていれば、ま

ず生息しているのではないかと思われるが、発生時期が難しそうだ。

悪天候の中、ロイヤルゴルジRoyal Georgeという深い渓谷を見学した。確かに、渓谷は

素晴らしいが、ちょっと観光地として俗物化しすぎている感が否めなかった。天気が良け

れば、乾燥した高山の渓谷のタカネキアゲハPapilio indraなんかがいそうな感じであった。

P.S. 小生、最近ホームページを始めて、今回のロッキー採集旅行の蝶の標本画像も少し

載せましたので、興味のある方はご覧下さい。http://www1.sphere.ne.jp/colotis/

《参考文献》

野中 勝 (1987)ロッキー１．翔(67):8-10.

Jeffrey Glassberg (1999) Butterflies through binoculars The East.

James A. Scott (1986) The Butterflies of North America.

《くじ いちえい 10 River Road, #4P, New York, NY 10044, USA

留守宅：〒920-1161 石川県金沢市鈴見台3-1-3》

図５：コロラドルリアカシジミの採集風景。背後に立つ木が食樹のガンベルカシ。

午前中の不活発な時間には、木を叩くと下草に降りてくる。子供でも採集できる。
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、

細
沼
、
生
田
耕
、
竹
谷
、
大
脇
、

吉
村
、
指
田
の
九
人
。

【
表
紙
デ
ザ
イ
ン

:

小
幡
英
典
】

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１５０ ＪＵＮ. ２００１
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馬

鹿

陽

気

に

誘

わ

れ

て

三
月
二
十
二
日
は
馬
鹿
陽
気
、

こ
の
日
の
糖
蜜
採
集
が
な
ん
と
馬

鹿
当
た
り
で
、
越
冬
蛾
、
春
蛾
が

馬
鹿
採
れ
。
普
通
は
一
晩
で
せ
い

ぜ
い
五
十
頭
前
後
が
関
の
山
な
の

だ
が
、
な
ん
と
こ
の
日
は
、
軽
く

五
百
頭
を
越
え
て
し
ま
っ
た
。
こ

ん
な
事
は
初
め
て
と
、
蛾
屋
富
沢

章
は
、
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
。

今
年
の
初
飛
は
三
月
二
十
二
日

今
年
の
一
番
ギ
フ
は
こ
の
手
で

と
手
ぐ
す
ね
を
引
い
て
い
た
が
、

何
と
素
人
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
桜
の
開
花
予
想
は
四
月
六
日

で
、
発
生
は
三
月
末
と
考
え
て
い

た
人
は
多
く
、
泡
を
食
っ
て
二
十

四
日
の
土
曜
に
押
し
か
け
た
。

辰
口
町
で
も
ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察

松
任
の
牧
原
氏
、
あ
ん
ま
り
温

か
い
の
で
、
辰
口
辺
り
へ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
調
査
。
三
月
二
十
二
日
か

ら
日
参
し
、
二
十
四
日
に
よ
う
や

く
十
♂
を
観
察
。

昼
休
み
は
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
眺
め
て

い
ら
い
ら
す
る
毎
日
、
せ
め
て

昼
休
み
く
ら
い
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
眺

め
て
ホ
ッ
と
し
た
い
。
北
陸
は
ギ

フ
の
大
産
地
、
ど
ん
な
街
中
で
も

二
十
分
走
れ
ば
ギ
フ
が
飛
ん
で
い

る
。
日
溜
ま
り
の
舞
い
戯
れ
を
見

て
い
る
と
、
心
は
い
つ
し
か
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。

杣
山
タ
イ
プ
は
減
っ
て
い
る
の
か

福
井
県
南
条
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
杣

山
タ
イ
プ
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
採

れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
も
と
も

と
少
な
い
タ
イ
プ
、
選
択
的
に
十

～
十
五
年
と
り
続
け
れ
ば
、
出
現

比
率
は
グ
ッ
と
小
さ
く
な
る
の
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

並
は
リ
リ
ー
ス
し
て
の
話
。

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

す

く

い

復

活

ポ
ケ
ベ
ル
に
つ
な
が
れ
た
灰
色

の
イ
ン
タ
ー
ン
生
活
で
、
す
っ
か

り
色
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
西
原

氏
、
今
年
か
ら
は
東
京
大
学
に
籍

を
置
き
、
再
び
池
沼
す
く
い
を
す

る
事
に
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
石
川

県
の
シ
ャ
ー
プ
だ
が
、
す
く
っ
て

い
る
と
い
ろ
ん
な
も
の
が
か
か
る

の
で
、
調
査
に
期
待
し
た
い
。
住

所
、
電
話
等
の
連
絡
先
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
で
、
日
月
火
と
金
沢

に
住
む
予
定
と
か
。

連

休

期

間

の

ヒ

ダ

ギ

フ

街

道

白
川
、
平
、
上
平
等
々
、
連
休

期
間
中
は
相
変
わ
ら
ず
「
ギ
フ
」

狙
い
で
、
賑
わ
っ
た
。
金
沢
か
ら

近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎
日
の
よ

う
に
当
会
会
員
の
姿
も
見
ら
れ
、

ギ
フ
に
と
っ
て
は
受
難
の
日
々
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ギ
フ
チ
ョ
ウ
求
め
て
東
へ
西
へ

連
休
中
は
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
元
気
印
の
お
じ
さ
ん
達
は
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
求
め
て
奔
走
し

た
。
中
で
も
二
人
の
Ｓ
氏
は
、
今
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